
実
行
委
員
長
に
は
菊
池
安

吉
・
同
推
進
協
議
会
会
長
が
選

任
さ
れ
た
。菊
池
委
員
長
は「
北

海
道
の
大
地
で
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
種
ま

き
を
し
育
て
た
成
果
を
、
全
国

に
発
信
す
る
場
と
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
新
し

い
学
び
を
創
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
～
家

庭
、教
室
、地
域
を
む
す
ぶ
～
」。

初
日
は
、
札
幌
文
化
芸
術
劇
場

ｈ
ｉ
ｔ
ａ
ｒ
ｕ
（
札
幌
市
中
央

区
北
１
西
１
、
札
幌
市
民
交
流

プ
ラ
ザ
内
）で
、開
会
式
の
ほ
か

梯
さ
ん
の
基
調
講
演
や
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。

２
日
目
は
北
大
高
等
教
育
推

進
機
構（
同
市
北
区
北
17
西
８
）

を
会
場
に
、
道
内
の
小
中
高
校

約
20
校
に
よ
る
公
開
授
業
と
実

践
発
表
、特
別
分
科
会
が
予
定
さ

れ
、
ア
イ
ヌ
民
族
や
日
本
遺
産

２
０
２
１
年
８
月
に
開
か
れ
る
「
第
26
回
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
札
幌
大
会
」（
日
本
新
聞

協
会
主
催
、北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会
主
管
）
の
実
行
委
員
会
設
立
総
会
が
６
月
23
日
、

主
管
社
の
北
海
道
新
聞
本
社
（
札
幌
市
中
央
区
）
で
開
か
れ
た
。
大
会
日
程
を
８
月
16
、

17
両
日
と
し
、
札
幌
ゆ
か
り
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
、
梯
（
か
け
は
し
）
久
美
子
さ

ん
が
基
調
講
演
す
る
。
江
別
高
３
年
の
今
井
優
笑
（
ゆ
え
）
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
大
会

公
式
ロ
ゴ
も
発
表
さ
れ
た
。�

（
関
連
記
事
２
、
３
、
５
面
）

「
炭
鉄
港
」な
ど
北
海
道
な
ら
で

は
の
テ
ー
マ
も
盛
り
込
ま
れ
る
。

大
会
は
当
初
、
８
月
５
、
６

両
日
の
予
定
だ
っ
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
る
東
京
五
輪
の
１
年
延
期
に

伴
い
、
マ
ラ
ソ
ン
開
催
と
時
期

が
重
な
る
た
め
変
更
し
た
。

公
式
ロ
ゴ
は
、
北
海
道
高
等

学
校
文
化
連
盟
の
協
力
で
高
校

美
術
部
を
中
心
に
デ
ザ
イ
ン
を

公
募
。
今
井
さ
ん
の
作
品
が
大

賞
と
な
り
採
用
さ
れ
た
。
大
会

広
報
に
使
用
さ
れ
る
ほ
か
、
新

聞
各
紙
な
ど
各
種
媒
体
で
活
用

し
、
大
会
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

総
会
に
は
、日
本
新
聞
協
会
、

共
催
予
定
の
道
教
委
と
札
幌
市

教
委
、
公
開
授
業
や
実
践
発
表

を
行
う
小
中
高
校
な
ど
学
校
関

係
者
、Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
の
ほ
か
、

推
進
協
加
盟
の
報
道
機
関
各
社

の
代
表
ら
23
人
が
出
席
。
新
聞

協
会
の
藤
高
伊
都
新
聞
教
育
文

化
部
長
が
「
北
海
道
な
ら
で
は

の
公
開
授
業
や
実
践
発
表
に
期

待
し
て
い
る
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

総
会
は
当
初
５
月
を
予
定
し

て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
の
影
響
で
１
カ
月
延
期
し

て
開
か
れ
た
。

れ
て
い
る
。
ま
た
、
新
任
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
や
、
19
年
度
積
極
的

に
Ｎ
Ｉ
Ｅ
活
動
に
取
り
組
ん
だ

実
践
報
告
表
彰
３
校
な
ど
も
報

告
さ
れ
た
。

（
関
連
記
事
２
、
３
、
４
、
５
面
）

議
案
は
、
19
年
度
の
「
活
動

報
告
」「
決
算
報
告
」
と
「
20

年
度
活
動
計
画
」
な
ど
５
件
。

教
育
行
政
、
実
践
指
定
校
の
関

係
者
や
、
推
進
協
議
会
加
盟
社

な
ど
に
４
月
28
日
付
で
送
付
。

５
月
20
日
ま
で
賛
否
を
求
め
、

承
認
さ
れ
た
。

本
年
度
地
区
セ
ミ
ナ
ー
は
、

長
期
の
臨
時
休
校
な
ど
の
影
響

か
ら
、
１
学
期
中
の
開
催
は
見

送
り
、
８
月
以
降
の
開
催
を
計

画
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｉ
Ｅ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
14

人
体
制
に
な
る
。
前
年
度
の
11

人
は
全
員
継
続
す
る
。
来
年
８

月
に
札
幌
で
開
か
れ
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ

全
国
大
会
を
見
据
え
、
池
田
泰

弘
（
釧
路
市
立
北
中
）、
山
田

耕
平
（
札
幌
市
立
真
駒
内
中
）、

武
井
翔（
遠
軽
町
立
丸
瀬
布
中
）

の
３
教
諭
が
加
わ
る
。
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
活
動
の
「
空
白
地
域
」

を
埋
め
、
全
道
的
な
広
が
り
を

目
指
す
。

実
践
報
告
表
彰
３
校
は
、
弟

子
屈
町
立
弟
子
屈
小
、
旭
川
市

立
愛
宕
中
、
札
幌
北
斗
高
。
３

校
と
も
、
推
進
協
議
会
か
ら
表

彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会

（
菊
池
安
吉
会
長
）
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

を
受
け
、
２
０
２
０
年
度
総
会

を
「
書
面
決
議
」
で
行
い
、
19

年
度
活
動
報
告
や
20
年
度
活
動

計
画
案
な
ど
が
承
認
さ
れ
た
。

本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
、
例
年
10
回
程
度
開
く
地

区
セ
ミ
ナ
ー
の
縮
小
が
見
込
ま

北海道で２度目の開催
となる札幌大会は「新し
い学びを創る NIE」を
スローガンに掲げ、家庭・
教室・地域をむすぶ授業
や実践を全国に発信する。
新型コロナ騒動が気づ

かせてくれた、予測困難
な変化の激しい時代には、
さまざまな情報を見極め、
再構成して新しい価値に
つなげることが大切。
教材の宝庫である新聞

の良さを改めて見直すこ

とが必要だ。AI（人工
知能）時代に必要な新聞
活用のあり方を求め、先
端技術と教育という視点
からも、子どもたちの新
しい学びを支えたい。

札
幌
大
会
、来
年

札
幌
大
会
、来
年
88
月月
1616
、、1717
日日

日
程
決
定  

実
行
委
が
設
立
総
会

菊
池
委
員
長 

「
新
し
い
学
び
発
信
」

本
年
度
活
動
を
承
認

本
年
度
活
動
を
承
認

推
進
協
総
会

推
進
協
総
会    

新
型
コ
ロ
ナ
で
書
面
決
議

新
型
コ
ロ
ナ
で
書
面
決
議

菊池実行委員長あいさつ菊池実行委員長あいさつ あ
い
さ
つ
す
る
菊
池
安
吉
実
行
委
員
長

２
０
２
１
年
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大

会
札
幌
大
会
の
実
施
概
要
を
決

め
た
実
行
委
員
会
設
立
総
会
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Ｎ
Ｉ
Ｅ
歴
は
10
年
。「
新
聞
は
教

科
書
と
社
会
と
の
懸
け
橋
に
な
る
」

と
言
う
。
地
区
セ
ミ
ナ
ー
で
の
公
開

授
業
や
実
践
発
表
に
も
積
極
的
だ
。

先
輩
教
諭
の
助
言
な
ど
か
ら
、
書
く

力
、
考
え
る
力
を
育
む
た
め
に
新
聞

コ
ラ
ム
を
読
み
込
む
実
践
や
、
川
柳

を
つ
く
っ
て
新
聞
に
投
稿
す
る
な
ど

多
彩
な
取
り
組
み
を
行
う
。

「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
は
幼
小
中
高
の
教
諭
、

司
書
教
諭
ら
が
垣
根
を
超
え
て
授
業

研
究
で
き
る
」
と
言
い
、
協
働
的
な

取
り
組
み
を
進
め
た
い
と
意
欲
的

だ
。
北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
研
究
会
研
究
部

副
部
長
も
務
め
る
。

新
人
の
頃
か
ら
新
聞
記
事
を
使
っ

た
学
習
課
題
「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
を

手
作
り
し
、
生
徒
の
読
解
力
向
上
に

力
を
注
ぐ
。新
聞
か
ら
は
、「
語
彙（
ご

い
）
や
幅
広
い
知
識
、
文
章
の
書
き

方
を
学
ぶ
こ
と
も
で
き
る
」と
言
う
。

広
域
人
事
で
赴
任
し
た
旭
川
の
中

学
で
は
、
学
校
図
書
館
資
料
と
し
て

の
新
聞
活
用
や
特
別
支
援
教
育
で
の

Ｎ
Ｉ
Ｅ
も
経
験
し
た
。
地
区
セ
ミ
ナ

ー
で
の
実
践
発
表
も
多
く
、
実
践
指

定
校
で
の
指
導
経
験
も
あ
る
。
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、「
新

聞
を
活
用
し
た
授
業
や
教
育
活
動
に

取
り
組
む
先
生
の
手
助
け
を
し
た

い
」
と
話
す
。

「
新
聞
に
は
最
新
情
報
や
、
い
ろ
い
ろ
な

意
見
、
思
い
が
載
っ
て
い
る
。
教
科
書
と
は

違
っ
た
世
界
の
学
び
が
あ
る
」
と
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ

の
魅
力
を
話
す
。
Ｎ
Ｉ
Ｅ
は
15
年
ほ
ど
の
キ

ャ
リ
ア
。
生
徒
の
社
会
認
識
の
形
成
と
学
力

向
上
を
図
る
た
め
、
教
科
書
の
内
容
と
関
連

付
け
な
が
ら
新
聞
を
活
用
す
る
。

道
教
大
釧
路
校
で
非
常
勤
講
師
を
務
め
４

年
目
。
講
義
と
新
聞
を
活
用
し
た
演
習
を
通

し
て
教
師
を
目
指
す
学
生
に
授
業
作
り
も
指

導
す
る
。
Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
実
践
と
理
論
の
両
面
か

ら
追
究
し
て
い
き
た
い
と
も
。
Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践

者
の
育
成
に
も
関
心
を
示
す
。
Ｎ
Ｉ
Ｅ
学
会

で
の
発
表
や
、
学
術
論
文
も
あ
る
。

来
年
８
月
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
札
幌
大
会
の
公
式

ロ
ゴ
が
、
江
別
高
３
年
の
今
井
優
笑
（
ゆ
え
）
さ
ん

（
17
）＝
札
幌
市
白
石
区
＝
の
作
品
に
決
ま
っ
た
。
今

井
さ
ん
は
美
術
部
副
部
長
で
「
大
会
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
分
か
り
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
を
第
一
に
考
え
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
る
。

北
海
道
の
地
図
を
基
調
に
見
開
き
の
新
聞
を
取
り

入
れ
た
ア
イ
デ
ア
が
評
価
さ
れ
た
。
ロ
ゴ
は
北
海
道

を
青
色
に
し
た
カ
ラ
ー
と
白
黒
の
２
種
類
。「
Ｎ
Ｉ

Ｅ
」
の
３
文
字
も
大
き
く
描
か
れ
、
記
事
を
虫
眼
鏡

姿
で
読
む
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
愛
ら
し
い
。

道
内
の
高
校
生
か
ら
78
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
大

賞
に
選
ば
れ
た
。
北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会
の
選

考
委
員
ら
が
「
よ
く
読
む
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
含

ま
れ
て
い
て
良
い
」「
シ
ン
プ
ル
で
わ
か
り
や
す
い
」

な
ど
と
講
評
。
ロ
ゴ
は
今
後
、
大
会
関
連
の
新
聞
紙

面
な
ど
を
彩
る
。

今
井
さ
ん
は
デ
ザ
イ
ン
の
分
野
に
興
味
が
あ
り
、

そ
の
セ
ン
ス
を
知
る
美
術
部
の
手

塚
昌
広
顧
問
が
応
募
を
勧
め
た
。

使
い
慣
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

駆
使
し
て
作
品
を
仕
上
げ
た
。

今
井
さ
ん
は
幼
い
頃
、
絵
筆
を

握
っ
た
経
験
は
あ
る
が
、
高
校
で

初
め
て
美
術
部
に
入
部
し
研
さ
ん

を
積
ん
で
き
た
。「
卒
業
後
は
美

術
系
の
学
校
に
進
ん
で
基
礎
を
学

び
、
将
来
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ

イ
ン
を
描
き
た
い
」
と
笑
顔
を
見

せ
る
。

日
本
新
聞
協
会
は
本
年
度
、
新
た
に
３
教
諭
を
道
内
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
認

定
し
た
。
道
内
は
14
人
体
制
と
な
り
、
来
年
８
月
札
幌
で
開
か
れ
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会

に
向
け
、
一
層
の
浸
透
を
図
る
。

帯
広
小
の
早
川
一
之
校
長
＝

写
真
＝
が
５
月
、
北
海
道
十
勝

新
聞
教
育
研
究
会
の
新
会
長
に

就
任
し
た
。
前
任
の
野
上
泰
宏

会
長
を
支
え
、
昨
年
７
月
に
帯

広
で
開
か
れ
た
全
国
新
聞
教
育

研
究
大
会
を
成
功
に
導
い
た
。

２
０
０
３
年
度
の
全
国
新
聞

教
育
研
究
大
会
で
は
、
開
催
地

の
北
九
州
市
で
国
語
の
説
明
文

の
模
擬
授
業
を
行
う
な
ど
Ｎ
Ｉ

Ｅ
の
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
た
。
帯

広
市
教
委
の
教
育
研
究
所
所
長

を
６
年
間
務
め
、
教
育
理
論
の

普
及
に
も
尽
力
し
た
。
研
究
会

が
設
立
さ
れ
今
年
で
30
年
。「
力

を
合
わ
せ
て
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
活
動
を

模
索
し
て
い
く
と
と
も
に
、
若

い
力
を
育
て
る
こ
と
も
テ
ー
マ

に
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。

十
勝
新
聞
研
会
長
に

帯
広
小
の
早
川
校
長

校
種
の
垣
根
超
え
て

協
働
的
取
り
組
み
を

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
活
用

「
特
別
支
援
」で
も
実
践

NIEの理論と実践を追究

応募作品が大会ロゴに採用さ
れ喜ぶ今井優笑さん

公式ロゴ　江別高3年・今井優笑さん考案公式ロゴ　江別高3年・今井優笑さん考案今
井
さ
ん
デ
ザ
イ
ン
の
大
会

ロ
ゴ

アドバイザーアドバイザー
　全国大会へ手厚く　全国大会へ手厚く

道
内
高
校
生
か
ら
公
募

新
聞
読
む
姿
ユ
ニ
ー
ク

札幌・真駒内中　山田耕平教諭（43）＝社会

釧
路
・
北
中　

池
田
泰
弘
教
諭（
45
）＝
社
会

遠軽・丸瀬布中　武井翔教諭（30）＝国語

新任3氏を紹介

2020 年（令和 2年）7 月 25 日
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弟
子
屈
町
立
弟
子
屈
小
（
大
西
展

史
校
長
）
で
は
７
月
２
日
、
同
推
進

協
の
上
村
尚
生
・
Ｎ
Ｉ
Ｅ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
実
践
代
表
の
伊
藤
敬
子

教
諭
＝
写
真
手
前
右
＝
に
表
彰
状
を

手
渡
し
た
。

同
小
は
学
年
を
縦
割
り
に
し
た
グ

ル
ー
プ
ご
と
に「
ま
わ
し
よ
み
新
聞
」

を
行
っ
た
。
記
事
の
切
り
抜
き
を
貼

っ
た
り
、
感
想
な
ど
を
書
き
込
ん
だ

り
し
て
紙
面
を
作
成
。
保
護
者
を
招

い
た
交
流
に
も
つ
な
げ
た
。

図
書
コ
ー
ナ

ー
に
新
聞
各
紙

を
常
設
展
示
す

る
ス
ペ
ー
ス
も

開
設
。
伊
藤
さ

ん
は
「
新
聞
を

見
る
子
ど
も
た

ち
が
増
え
て
い

っ
た
」
と
手
応

え
を
話
す
。

旭
川
市
立
愛
宕
中
（
日
比
野
正
人

校
長
）
は
７
月
１
日
、
同
推
進
協
の

菊
池
安
吉
会
長
が
訪
問
し
、
実
践
代

表
の
加
藤
直
子
教
諭
＝
写
真
左
か
ら

２
人
目
＝
に
表
彰
状
を
手
渡
し
た
。

同
校
で
は
１
年
生
か
ら
新
聞
記
事

の
読
み
方
な
ど
を
学
ぶ
。
昨
年
12
月

に
は
新
聞
社
の
企
画
す
る
「
道
内
10

大
ニ
ュ
ー
ス
」
選
定
に
も
生
徒
が
か

か
わ
っ
た
。
日
常
的
に
学
校
図
書
館

が
新
聞
各
紙
の
管
理
や
教
材
化
に
努

め
て
お
り
、
加
藤
さ
ん
は
「
図
書
館

が
使
い
や
す

く
し
て
く
れ

た
」
と
連
携

を
実
績
に
挙

げ
た
。
学
校

司
書
か
ら
は

新
聞
社
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス

の
充
実
を
求

め
る
声
も
あ

っ
た
。

札
幌
北
斗
高
（
明
上
山

勝
己
校
長
）は
７
月
10
日
、

同
推
進
協
の
上
村
尚
生
・

Ｎ
Ｉ
Ｅ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
が
訪
れ
、
実
践
代
表
の

中
井
一
江
教
諭
（
19
年
度

時
点
）
＝
写
真
中
央
＝
に

表
彰
状
を
手
渡
し
た
。

同
校
は
、
図
書
局
員
が

中
心
と
な
っ
て
校
内
外
に

Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
紹
介
。
図
書
室

に
新
聞
の
一
面
を
掲
示
す

る
「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
コ
ー
ナ
ー
」

を
設
置
し
た
り
、
校
外
で

の
展
覧
会
で
は
、「
図
書

局
員
の
１
日
」
を
ま
と
め

た
動
画
を
披
露
す
る
な
ど

し
た
。

中
井
さ
ん
は
「
最
初
は

新
聞
に
な
じ
み
の
薄
か
っ

た
生
徒
も
、
楽
し
そ
う
に

取
り
組
ん
だ
」
と
、
実
践

指
定
校
３
年
間
の
活
動
に

満
足
そ
う
だ
っ
た
。

Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
札
幌
大
会
で
、
初
日
に
基
調
講

演
す
る
札
幌
ゆ
か
り
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
、

梯
久
美
子
さ
ん
は
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
、
世
界
の
「
い

ま
」
を
切
り
取
る
新
聞
が
歴
史
の
姿
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
位
置
づ
け
、「
教
育
現
場
で
生
徒
た
ち

は
過
去
の
記
事
を
た
ど
る
経
験
を
し
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
か
け
て
い
る
。

１
９
６
１
年
、
熊
本
市
生
ま
れ
。
５
歳
か
ら
札
幌

市
で
育
つ
。
札
幌
藻
岩
高
校
か
ら
北
海
道
大
学
文
学

部
卒
業
後
、
編
集
者
を
経
て
文
筆
業
に
。
２
０
０
５

年
の
デ
ビ
ュ
ー
作
「
散
る
ぞ
悲
し
き
　
硫
黄
島
総
指

揮
官
・
栗
林
忠
道
」
で
大
宅
壮
一
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
賞
を
受
賞
。
同
書
は
欧
米
を
は
じ
め
、
８
カ
国
で

翻
訳
出
版
さ
れ
て
い
る
。

16
年
刊
行
の
「
狂
う
ひ
と
　『
死
の
棘
』
の
妻
・

島
尾
ミ
ホ
」
で
、
読
売
文
学
賞
、
芸
術
選
奨

文
部
科
学
大
臣
賞
、
講
談
社
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
賞
を
受
賞
。
ほ
か
に
、
戦
争
体
験
者
を

取
材
し
た
３
部
作
「
昭
和
二
十
年
夏
、
僕
は

兵
士
だ
っ
た
」「
昭
和
二
十
年
夏
、
女
た
ち

の
戦
争
」「
昭
和
二
十
年
夏
、
子
供
た
ち
が

見
た
戦
争
」（
い
ず
れ
も
角
川
文
庫
）
な
ど

の
著
書
も
あ
る
。

近
現
代
史
に
お
け
る
戦
争
と
人
間
と
い
う

テ
ー
マ
を
一
般
読
者
に
向
け
て
執
筆
し
、
小

学
校
と
高
校
の
国
語
教
科
書
に
作
品
が
掲

載
。
大
学
や
高
校
の
入
試
問
題
に
も
出
題
さ

れ
て
い
る
。
現
在
、
大
宅
壮
一
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
賞
、
新
潮
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
賞
な
ど
の

選
考
委
員
を
務
め
る
。

昨
年
10
月
か
ら
、
活
動
の
拠
点
を
東
京
か

ら
札
幌
に
移
し
執
筆
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。

北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会
の
２
０
１
９
年
度
実
践
報

告
表
彰
を
受
賞
し
た
３
校
は
、
児
童
生
徒
が
新
聞
に
親
し

む
工
夫
を
凝
ら
す
と
と
も
に
、
授
業
で
も
効
果
的
に
新
聞

を
活
用
し
た
。
各
校
の
取
り
組
み
と
実
践
代
表
者
の
声
を

紹
介
す
る
。

　世界の「いま」を、切り取っ
て届けるのが新聞だ。その「い
ま」を、長きにわたって積み重
ねることで、ようやく「歴史」
の姿が浮かび上がる。それがで
きるところに新聞の価値があ
る。教育現場においては、児童
や生徒に、日々のニュースの中

で見つけたテーマに沿って、過
去の記事をたどる経験をぜひし
てほしい。いま起きていること
を知るだけでなく、長いスパン
でものごとをとらえ、歴史観を
養うために、新聞は有用なツー
ルである。

「
ま
わ
し
よ
み
新
聞
」

保
護
者
招
き
交
流
も

Ｎ
Ｉ
Ｅ
活
動 

校
内
外
で
紹
介

新
聞
管
理
や
教
材
化

学
校
図
書
館
と
連
携

歴史観を養う 新聞は有用なツール

ＮＩＥ札幌大会で基調講
演する梯久美子さん

基調講演 ノンフィクション作家 梯久美子さん基調講演 ノンフィクション作家 梯久美子さん

実践報告表彰実践報告表彰
　積み重ねた実績　積み重ねた実績

大
宅
壮
一
賞
を
受
賞

教
科
書
に
作
品
掲
載

梯さんコメント梯さんコメント

弟子屈小 伊藤敬子教諭
札幌北斗高 中井一江教諭

旭川・愛宕中 加藤直子教諭

3校の取り組み紹介
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今
回
、
原
稿
執
筆
の
話
を
い

た
だ
き
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
通
信
の
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
を
拝
見
し
ま
し

た
。
諸
先
輩
方
の
創
意
工
夫
に

あ
ふ
れ
た
実
践
を
読
み
、
果
た

し
て
自
分
の
取
り
組
み
が
掲
載

に
値
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う

か
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。
ま
だ
ま
だ
途
上
の
実
践
で

す
が
、
現
在
行
え
て
い
る
こ
と

を
つ
づ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

気
楽
に
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

本
校
は
、
肢
体
不
自
由
の
あ

る
生
徒
が
通
う
道
内
で
唯
一
の

専
門
学
科
を
設
置
す
る
高
等
養

護
学
校
で
す
。
高
等
学
校
に
準

ず
る
学
校
で
あ
り
、
全
道
一
円

か
ら
お
よ
そ
60
人
の
生
徒
が
在

籍
し
、
大
半
の
生
徒
が
敷
地
内

に
あ
る
寄
宿
舎
で
生
活
し
て
い

ま
す
。

私
が
Ｎ
Ｉ
Ｅ
活
動
に
関
心
を

持
っ
た
の
は
今
か
ら
３
年
ほ
ど

前
の
出
来
事
が
き
っ
か
け
で
し

た
。「先

生
、
こ
れ
を
学
ん
で
何

に
な
る
ん
で
す
か
」。
現
代
社

会
の
授
業
中
に
あ
る
生
徒
が
発

言
し
て
き
ま
し
た
。
当
時
、
教

師
生
活
１
年
目
だ
っ
た
私
は
、

返
す
言
葉
に
窮
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
今
思
う
と
、
教
科
書
の

学
習
が
社
会
と
ど
う
つ
な
が
っ

て
い
る
か
、
実
感
が
湧
き
に
く

か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、「
学

校
の
学
習
と
実
社
会
を
つ
な
ぐ

ツ
ー
ル
が
何
か
必
要
だ
」
と
感

じ
ま
し
た
。
知
り
合
い
の
先
生

に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
あ
る
研

修
会
に
誘
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
れ
が
Ｎ
Ｉ
Ｅ
と
の
出
合

い
で
し
た
。

実
践
初
年
度
は
、「
新
聞
に

慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
う
」
こ
と

を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。
生
徒

用
玄
関
横
に
あ
る
学
校
図
書
館

前
に
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
設
置

し
、
新
聞
社
の
電
子
版
か
ら
記

事
を
選
び
、
掲
示
す
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
た
。

自
分
が
担
当
す
る
ク
ラ
ス
の

30
人
ほ
ど
の
生
徒
に
聞
い
た
と

こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
新

聞
を
日
常
的
に
読
ま
な
い
と
い

う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
た

だ
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
寄
宿

舎
生
活
を
し
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
経
済
的
に
問
題
な
く
、
新

聞
を
読
む
こ
と
を「
当
た
り
前
」

に
す
る
こ
と
が
で
き
、
主
体
性

を
育
む
上
で
の
強
み
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
新
聞
記
事

を
そ
の
ま
ま
ボ
ー
ド
に
掲
示
す

る
だ
け
で
は
だ
め
で
し
た
。
新

聞
は
文
字
が
小
さ
い
た
め
、
視

覚
認
知
に
偏
り
が
あ
る
生
徒

や
、
知
的
障
が
い
を
併
せ
持
つ

生
徒
に
は
読
み
づ
ら
く
、
ど
う

し
て
も
関
心
を
持
ち
に
く
い
も

の
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

新
聞
は
情
報
量
も
多
く
、
言
う

な
ら
ば
、
情
報
の
洪
水
の
な
か

に
生
徒
を
溺
れ
さ
せ
て
し
ま
っ

て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
必
要
な
情
報
を
整

理
要
約
し
、
コ
ピ
ー
し
て
文
字

を
拡
大
し
た
り
、
読
み
仮
名
を

振
っ
た
り
す
る
な
ど
一
工
夫
加

え
る
こ
と
で
、
新
聞
へ
の
興
味

を
持
ち
や
す
く
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

生
徒
か
ら
「
先
生
、
次
の
更

新
ま
だ
で
す
か
」
と
か
、「
も

っ
と
い
ろ
ん
な
種
類
の
記
事
が

読
み
た
い
。
新
刊
図
書
購
入
希

望
で
新
聞
っ
て
買
え
な
い
ん
で

す
か
」
と
い
っ
た
、
う
れ
し
い

声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

ま
だ
初
歩
の
初
歩
で
、
簡
単

な
取
り
組
み
で
は
あ
り
ま
す

が
、
今
後
は
、
情
報
の
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を
図
る
こ

と
で
、
誰
し
も
が
新
聞
を
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
環
境
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。高

校
生
は
昨
今
、「
18
歳
選

挙
権
」
や
２
年
後
の
成
人
年
齢

の
引
き
下
げ
な
ど
、
社
会
や
政

治
経
済
に
関
わ
る
こ
と
も
増
え

て
き
ま
し
た
。
新
聞
を
使
っ
た

取
り
組
み
の
中
で
、
主
権
者
と

し
て
情
報
を
読
み
取
り
、
自
ら

考
え
行
動
で
き
る
生
徒
を
育
成

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

本
年
度
は
実
践
２
年
目
。
Ｎ

Ｉ
Ｅ
実
践
指
定
校
に
も
認
定
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
現
代

社
会
」
を
中
心
と
し
た
授
業
の

中
で
、
新
聞
を
用
い
た
探
究
的

活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。昨
年
度
、

種
を
ま
い
た
活
動
が
実
り
多
き

も
の
と
な
る
よ
う
推
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会

（
菊
池
安
吉
会
長
）
主
催
の
本

年
度
地
区
セ
ミ
ナ
ー
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
る
全
道
的
な
臨
時
休
校
が

影
響
し
、
例
年
の
３
分
の
１
以

下
の
３
回
と
な
る
見
通
し
。

地
区
セ
ミ
ナ
ー
は
近
年
、
全

道
的
な
北
海
道
セ
ミ
ナ
ー
を
含

め
、
道
内
各
地
の
学
校
を
会
場

に
10
回
程
度
開
催
し
て
い
る
。

道
内
で
は
今
年
２
月
下
旬
か

ら
断
続
的
に
臨
時
休
校
が
続

き
、本
年
度
に
入
っ
て
も
多
く

の
学
校
が
５
月
末
ま
で
休
校
す

る
な
ど
し
た
。ま
た
、休
校
に
よ

る
学
習
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
た

め
、
夏
の
長
期
休
暇
の
期
間
を

短
縮
す
る
学
校
も
あ
り
、
セ
ミ

ナ
ー
開
催
を
大
幅
に
見
合
わ
せ

た
。本

年
度
は
、
北
見
市
の
北
見

北
斗
高
で
の
第
18
回
オ
ホ
ー
ツ

ク
地
区
セ
ミ
ナ
ー（
10
月
27
日
）

の
ほ
か
、
第
20
回
上
川
・
旭
川

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協

議
会
は
、
８
月
に
予
定
し
て
い

た
第
６
回
北
海
道
セ
ミ
ナ
ー
を

中
止
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
道
内
の
教
育
、

新
聞
関
係
者
な
ど
が
参
加
し
、

講
演
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通

し
て
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
活
動
の
推
進
を

目
的
に
毎
年
開
い
て
い
る
。
例

年
、
全
道
か
ら
60
～
80
人
が
参

加
す
る
同
協
議
会
が
主
催
す
る

最
大
の
セ
ミ
ナ
ー
。

今
回
は
、
胆
振
管
内
白
老
町

の
ア
イ
ヌ
文
化
復
興
拠
点
「
民

族
共
生
象
徴
空
間
（
ウ
ポ
ポ

イ
）」
の
オ
ー
プ
ン
も
あ
り
、

ア
イ
ヌ
民
族
に
関
す
る
講
演
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
「
ア
イ

ヌ
教
育
」
に
つ
い
て
学
び
、
理

解
を
深
め
る
予
定
だ
っ
た
。

地
区
セ
ミ
ナ
ー
（
会
場
・
日
程

未
定
）
と
第
18
回
十
勝
地
区
セ

ミ
ナ
ー
（
同
）
を
予
定
。

ま
た
、
来
年
８
月
札
幌
市
で

開
か
れ
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
の

公
開
授
業
に
向
け
た
研
修
会
を

北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
研
究
会
と
の
共

催
で
計
画
し
て
い
る
。

学
校
図
書
館
前
の
ボ
ー
ド
に

貼
ら
れ
た
新
聞
記
事

北
海
道
岩
見
沢
高
等
養
護
学
校
教
諭
　
曳
田  

和
樹

学
習
と
実
社
会
つ
な
ぐ
／
新
聞
を
も
っ
と
身
近
に

本
年
度
地
区
セ
ミ
ナ
ー
大
幅
減

コ
ロ
ナ
影
響  

オ
ホ
ー
ツ
ク
な
ど
3
回
予
定

北
海
道
セ
ミ
ナ
ー
中
止

2020 年（令和 2年）7 月 25 日
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来
年
８
月
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大

会
札
幌
大
会
で
、
公
開
授
業
を

担
当
す
る
教
諭
の
初
顔
合
わ
せ

と
な
る
「
第
１
回
全
体
会
」
が

６
月
26
日
、
北
海
道
新
聞
本
社

で
開
か
れ
た
。
本
番
に
向
け
、

上
村
尚
生
・
Ｎ
Ｉ
Ｅ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
、
授
業
づ
く
り
の

視
点
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、

指
導
案
の
構
成
案
な
ど
を
紹
介

し
た
。

全
国
大
会
の
主
管
団
体
で
あ

る
北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会

（
菊
池
安
吉
会
長
）
が
開
き
、

授
業
者
に
委
任
状
が
手
渡
さ
れ

た
。上

村
尚
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
は
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
新

し
い
学
び
を
創
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
～
家

庭
、
教
室
、
地
域
を
む
す
ぶ
～
」

を
踏
ま
え
、
授
業
づ
く
り
の
三

つ
の
視
点
を
示
し
た
。
Ｎ
Ｉ
Ｅ

を
実
践
面
か
ら
だ
け
で
な
く
、

理
論
面
か
ら
も
構
築
す
る
狙
い

で
、「
言
語
活
動
・
体
験
的
な

活
動
等
を
取
り
入
れ
た
学
習
」

「
北
海
道
の
特
色
を
活
（
い
）

か
し
た
、
家
庭
・
教
室
・
地
域

等
が
連
携
し
た
学
習
」「
次
の

学
び
へ
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
な
が

る
新
聞
を
活
用
し
た
学
習
」
に

つ
い
て
説
明
。
指
導
案
の
構
成

に
つ
い
て
は
、「
新
し
い
学
び
」

と
の
関
連
な
ど
に
つ
い
て
話
し

た
。公

開
授
業
を
担
当
す
る
教
諭

の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
歴
は
さ
ま
ざ
ま
。
Ｎ

Ｉ
Ｅ
歴
10
年
の
男
性
教
諭
は
、

「
ど
ん
な
化
学
反
応
が
起
き
る

の
か
楽
し
み
」と
話
し
て
い
た
。

菊
池
会
長
は
「
み
な
さ
ん
の
授

業
づ
く
り
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

た
い
。
全
国
大
会
で
は
、
北
海

道
の
先
生
の
頑
張
り
を
み
て
も

ら
お
う
」
と
述
べ
た
。

同
協
議
会
で
は
冬
休
み
ご

ろ
、
公
開
授
業
者
に
加
え
、
実

践
発
表
を
行
う
教
諭
に
も
呼
び

か
け
て
「
全
体
会
」
を
開
く
こ

と
に
し
て
い
る
。

北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会

（
菊
池
安
吉
会
長
）
は
「
教
育

に
新
聞
を
」
の
２
０
１
９
年
度

実
践
報
告
書
を
発
刊
し
た
＝
写

真
＝
。
小
中
学
校
か
ら
高
校
、

大
学
ま
で
実
践
指
定
39
校
の
活

動
を
ま
と
め
て
い
る
。
優
れ
た

取
り
組
み
に
贈
る
実
践
報
告
表

彰
の
３
校
も
決
ま
っ
た
。

�

新
聞
提
供
を
受
け
な
が
ら
活

動
し
た
各
校
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
実
践

例
を
校
種
別
に
掲
載
。
実
践
報

告
表
彰
の
３
校
は
弟
子
屈
町
立

弟
子
屈
小（
代
表
・
伊
藤
敬
子
教

諭
）、旭
川
市
立
愛
宕
中（
同
・

加
藤
直
子
教
諭
）、札
幌
北
斗
高

（
同
・
中
井
一
江
教
諭
）が
選
ば

れ
た（
教
諭
名
は
19
年
度
時
点
）。

と
も
に
各
学
校
の
教
育
課
程

に
沿
い
な
が
ら
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
連

携
し
て
進
め
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
た
。
弟
子
屈
小
は
学
年
横
断

的
に
ま
わ
し
よ
み
新
聞
を
作
る

な
ど
活
動
。
愛
宕
中
は
新
聞
記

事
を
国
語
や
社
会
の
授
業
で
効

果
的
に
使
い
、
札
幌
北
斗
高
は

図
書
局
の
自
主
的
な
運
営
を
動

画
に
す
る
な
ど
指
定
校
３
年
目

の
活
動
を
校
外
に
発
信
し
た
。

Ａ
４
判
。
１
６
０
㌻
。
教
師

向
け
に
無
料
配
布
し
て
い
る
。

日
本
新
聞
協
会
は
7
月
８

日
、
２
０
２
０
年
度
の
Ｎ
Ｉ

Ｅ
実
践
指
定
校
５
３
５
校

（
前
年
度
比
10
校
減
）
を
了

承
し
た
。
北
海
道
は
前
年
度

よ
り
２
校
少
な
い
35
校
と
な

っ
た
。
21
年
度
に
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全

国
大
会
を
開
催
す
る
北
海
道

に
は
22
年
度
ま
で
「
全
国
大

会
枠
」
と
し
て
５
校
が
付
与

さ
れ
て
い
る
。
都
道
府
県
別

で
は
、
東
京
都
の
40
校
に
次

い
で
２
番
目
に
多
い
。

道
内
の
新
規
認
定
校
は
、

特
別
支
援
学
校
と
し
て
初
め

て
の
岩
見
沢
高
等
養
護
学
校

な
ど
10
校
。

ま
た
、
北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推

進
協
議
会
は
独
自
に
１
校

（
前
年
度
比
１
校
減
）
を
認

定
。
道
内
の
指
定
校
は
、
新

聞
協
会
枠
と
独
自
枠
を
合
わ

せ
、
前
年
度
よ
り
３
校
少
な

い
計
36
校
と
な
っ
た
＝
表
参

照
＝
。

実
践
指
定
校
は
一
定
期

間
、
新
聞
各
紙
が
無
償
で
提

供
さ
れ
、
授
業
な
ど
で
活
用

す
る
。

道
内
実
践
校
、本
年
度
36
校

新
規  

岩
見
沢
高
等
養
護
な
ど
10
校

公
開
授
業
者 

全
国
大
会
へ
初
顔
合
わ
せ

【日本新聞協会認定】
＜小学校＞

道
内
の
本
年
度
Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践
指
定
校
（
★
は
新
規
認
定
校
）

室蘭市立白蘭小学校
登別市立富岸小学校
夕張市立ゆうばり小学校
幕別町立札内南小学校
弟子屈町立弟子屈小学校
安平町立追分小学校
岩見沢市立中央小学校
札幌市立手稲宮丘小学校
札幌市立ひばりが丘小学校
★室蘭市立八丁平小学校
★旭川市立末広北小学校
★札幌市立伏見小学校
＜中学校＞
鹿追町立鹿追中学校
音更町立緑南中学校
小樽市立北陵中学校
札幌市立あいの里東中学校
函館市立臼尻中学校
むかわ町立鵡川中学校
岩見沢市立栗沢中学校
札幌市立新川中学校
富良野市立樹海中学校
★札幌市立もみじ台中学校
★札幌市立藤野中学校
★むかわ町立穂別中学校
日高町立門別中学校
＜高校＞
北海道函館西高校
札幌新陽高校
北海道豊富高校
北海道札幌手稲高校
星槎国際高校帯広学習センター
北海道札幌月寒高校
★北海道岩見沢高等養護学校
★北海道科学大学高校
★北海道野幌高校
★北海道南幌高校

【北海道 NIE 推進協議会独自認定】
＜大学＞
北翔大学短期大学部

「
実
践
報
告
書
」

19
年
度
版
発
刊

授業づくりの視点説明
NIE札幌大会に向け「全体会」

全
国
大
会
の
授
業
者
が
初
顔
合
わ
せ
し
た
「
第
１
回

全
体
会
」

2020 年（令和 2年）7 月 25 日
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日
本
新
聞
協
会
は
、
第
11
回
「
い
っ
し

ょ
に
読
も
う
！
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
作

品
を
募
集
し
て
い
る
。
対
象
は
小
中
高
校

生
と
高
専
生
。

昨
年
９
月
９
日
～
今
年
９
月
８
日
の
新

聞
か
ら
興
味
を
持
っ
た
記
事
を
切
り
抜

き
、
家
族
や
友
人
と
話
し
合
っ
て
感
想
や

意
見
な
ど
を
所
定
の
応
募
用
紙
に
記
入
す

る
。
応
募
用
紙
は
新
聞
協
会
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（h

ttp
s://n

ie.jp
/

）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
。

学
校
単
位
の
ほ
か
、
個
人
で
も
応
募
で

き
る
。
応
募
、問
い
合
わ
せ
は
〒
０
６
０
・

８
７
１
１
（
住
所
不
要
）
北
海
道
新
聞
社

Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
セ
ン
タ
ー
内
の
北
海
道
Ｎ
Ｉ

Ｅ
推
進
協
議
会
事
務
局
ま
で
。☎
０
１
１
・

２
１
０
・
５
８
０
２
。
９
月
９
日
必
着
。

２
月
か
ら
札
幌
で
仕
事
を
し
て

い
る
。
着
任
以
来
、
紙
面
展
開
の

中
心
は
言
う
ま
で
も
な
く
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
問
題

だ
。
医
療
、
経
済
、
観
光
、
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
の
中
で
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け

て
い
な
い
も
の
を
見
つ
け
る
の
は

難
し
い
。
本
紙
は
も
ち
ろ
ん
、
新

聞
各
紙
は
連
日
多
く
の
紙
面
を
割

い
て
コ
ロ
ナ
問
題
を
報
道
し
て
い

る
。そ

ん
な
コ
ロ
ナ
関
連
の
ニ
ュ
ー

ス
の
中
で
、
個
人
的
に
強
く
印
象

に
残
っ
て
い
る
も
の
の
一
つ
が
、

Ｊ
Ｒ
札
沼
線
北
海
道
医
療
大
学
・

新
十
津
川
間（
47
・
６
㌔
）の
廃
止

だ
。利
用
者
の
減
少
で
、５
月
７
日

で
廃
止
さ
れ
る
こ
と
が
コ
ロ
ナ
禍

以
前
に
決
ま
っ
て
お
り
、
前
日
の

６
日
が
通
常
運
行
の
最
終
日
と
な

っ
た
。
大
勢
の
鉄
道
フ
ァ
ン
が
乗

車
す
る
と
予
想
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
混
雑
し
て
コ
ロ
ナ
の
感
染
が

拡
大
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
Ｊ
Ｒ

北
海
道
は
大
型
連
休
中
は
一
部
を

全
車
指
定
席
と
す
る
こ
と
に
し
た
。

し
か
し
、
最
終
運
行
は
４
月
24

日
に
前
倒
し
に
な
り
、
沿
線
住
民

向
け
に
４
月
27
日
に
「
ラ
ス
ト
ラ

ン
運
行
」を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
さ
ら
に
最
終
運
行
は
４

月
17
日
に
変
更
さ
れ
、
住
民
向
け

ラ
ス
ト
ラ
ン
は
中
止
さ
れ
た
。「
再

前
倒
し
」
の
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込

ん
で
き
た
の
は
前
日
の
16
日
夜
と

い
う
慌
た
だ
し
さ
。
人
々
の
思
い

出
と
し
て
残
る
べ
き
最
終
運
行
が

感
染
拡
大
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
強
い
危
機
感

が
同
社
に
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な

い
。最

終
運
行
の
当
日
、４
月
17
日
。

本
紙
は
夕
刊
全
国
版
社
会
面
で
、

急
き
ょ
集
ま
っ
た
沿
線
住
民
ら
が

手
を
振
っ
て
見
送
る
な
か
、
新
十

津
川
駅
を
出
発
す
る
列
車
の
カ
ラ

ー
写
真
と
と
も
に
最
終
運
行
の
模

様
を
伝
え
た
。
翌
18
日
付
朝
刊
の

北
海
道
内
版
で
も
、
長
年
人
々
に

親
し
ま
れ
た
鉄
路
の「
最
後
の
日
」

を
丁
寧
に
報
じ
た
。

朝
刊
の
記
事
で
は
、
新
十
津
川

駅
の
近
く
に
住
む
87
歳
の
女
性
の

「
子
ど
も
の
頃
、
出
征
す
る
兵
隊

さ
ん
を
見
送
る
な
ど
思
い
出
が
詰

ま
っ
た
駅
」
と
い
う
声
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
多
く
の
人
が
札
沼
線

に
乗
っ
て
ふ
る
さ
と
を
後
に
し
、

戦
地
へ
と
赴
い
た
。
み
ん
な
無
事

に
還
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
二

度
と
ふ
る
さ
と
の
土
を
踏
む
こ
と

は
な
か
っ
た
人
も
い
た
の
で
は
な

い
か
。
現
場
の
記
者
が
す
く
い
上

げ
た
短
い
言
葉
か
ら
も
、
想
像
は

無
限
に
膨
ら
ん
で
い
く
。

鉄
道
は
単
な
る
輸
送
手
段
で
は

な
い
。
地
域
の
歴
史
を
つ
く
り
、

住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
。
そ
れ

を
使
う
人
に
と
っ
て
は
、
生
活
の

一
部
と
言
っ
て
も
い
い
。
札
沼
線

の
沿
線
住
民
に
も
、
札
沼
線
と
と

も
に
紡
い
で
き
た
歴
史
が
一
人
一

人
に
あ
る
に
違
い
な
い
。
今
回
、

廃
止
を
前
に
、
自
分
だ
け
の
か
け

が
え
の
な
い
思
い
出
を
か
み
し

め
、
札
沼
線
と
き
ち
ん
と
お
別
れ

し
た
い
、
最
後
を
し
っ
か
り
見
届

け
た
い
と
願
っ
た
人
も
多
か
っ
た

こ
と
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
は
人
々
の
そ
ん
な
さ
さ
や
か
な

思
い
を
打
ち
砕
い
た
。
別
れ
は
突

然
訪
れ
た
。
人
々
が
思
い
出
を
慈

し
み
、
と
も
に
過
ご
し
た
時
間
を

静
か
に
振
り
返
る
暇
も
な
く
最
終

列
車
は
出
発
し
、
住
民
は
ラ
ス
ト

ラ
ン
の
機
会
を
奪
わ
れ
た
。
せ
め

て
本
紙
の
記
事
が
、
人
々
が
札
沼

線
を
記
憶
に
と
ど
め
る
よ
す
が
と

な
っ
た
こ
と
を
信
じ
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
を
巡
る
報
道
は
今

後
も
続
く
だ
ろ
う
。「
新
し
い
生

活
様
式
」「
新
北
海
道
ス
タ
イ
ル
」

が
唱
え
ら
れ
、
本
紙
も
新
た
な
動

き
を
日
々
追
い
か
け
て
い
る
。
だ

が
、
新
し
く
も
た
ら
さ
れ
る
も
の

の
一
方
で
、
失
わ
れ
て
い
く
も
の

も
あ
る
。
失
わ
れ
た
も
の
に
人
々

が
寄
せ
る
愛
惜
と
追
憶
、
新
た
な

動
き
に
人
々
が
抱
く
不
安
と
期

待
。
そ
の
双
方
を
し
っ
か
り
と
ら

え
、
記
録
す
る
こ
と
が
新
聞
の
大

事
な
役
割
だ
と
思
う
。
改
め
て
気

を
引
き
締
め
て
、
日
々
の
仕
事
に

あ
た
っ
て
い
き
た
い
。

　○…北海道の学校は、全国に先駆
け、2月下旬から新型コロナウイル
スの感染拡大による臨時休校となっ
た。新年度の学校生活は当初から翻
弄（ほんろう）され、高校に入学し
た長女は「高校生になった気がしな
い」とこぼした。多くの人が同じよ
うな思いをしただろう。学校は再開
したが、「日常」を取り戻すにはま
だ時間がかかりそうだ。
　○…今号は通常より 2㌻増やして
道内のＮＩＥ活動を紹介したが、こ
こにも新型コロナの陰がちらつく。
来年の全国大会への影響も気になる
ところだが、準備作業は足踏みする

ことなく、多くの関係者の理解と協
力を得ながら進められた。今後のＮ
ＩＥ活動は、全国大会につながる、
いつも以上に充実したものにしない
といけない。
　○…新型コロナとの「戦い」は長
くなるという。社会はこれから、「新
しい生活様式」が一層浸透するだろ
う。ＮＩＥ活動にも「ウィズコロナ」
の視点が必要になるかもしれない。
　○…全国大会は参加者の安心安全
はもちろんだが、公開授業や実践発
表を通して、北海道から全国に「新
しい学び」を発信することも一つの
テーマ。大会まで 1年。知恵を絞っ
ている。（坂）

編集後記編集後記

読
売
新
聞
北
海
道
支
社
編
集
部
長
　
森
　
昭
雄

コロナ禍の報道

多くの町民や鉄道ファンが見送るなか、新十津川駅を出発するＪ
Ｒ札沼線の最終列車（４月17日、新十津川町で）

鉄
路
廃
止
で
感
じ
た「
原
点
」

鉄
路
廃
止
で
感
じ
た「
原
点
」

「いっしょに読もう」「いっしょに読もう」
コンクール作品募集コンクール作品募集

2020 年（令和 2年）7 月 25 日
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